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遊泳中, 583人, 62%

釣り中, 

134人, 

14%

磯遊び中, 

116人, 

12%

サーフィン中, 

13人, 2%

その他, 91人, 

10%

マリンレジャーに伴う海浜事故, 

937人, 83%

マリンレジャー以外

の海浜事故, 127人, 

11%

船舶海難によらない乗船

者の人身事故, 69人, 6%

１.  14歳以下の海の事故（船舶海難を除く）発生状況

事故区分別発生状況（H21-H30累計） マリンレジャーに伴う海浜事故
活動内容別発生状況（H21-H30累計）

1,133人 937人

参考：全体 27,630人（14歳以下 約4%）

（死者・行方不明者：137人） （死者・行方不明者：91人）

（死者・行方不明者：64人）
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参考：全体 8,402人（14歳以下 約11%）

（死者・行方不明者：91人）
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2.  14歳以下の遊泳中海難の発生状況①

月別発生状況（H21－H30累計）

（人）

遊泳中事故者数の推移

（人）
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４才以下, 

74人, 

13%

５～９才, 

253人, 

43%

１０～１４才, 

256人, 44%

保護責任者の監視不十分, 

51人, 69%

その他, 

23人, 

31%

保護責任者の監視不十分, 

119人, 47%

その他, 

134人, 

53%

２. 14歳以下の遊泳中海難の発生状況②

年齢別発生状況（H21－H30累計） 背景要因別発生状況（H21－H30累計）

583人

※ 「その他」には、保護責任者と同伴していない事故を含む

【4歳以下】

74人

【5-9歳】

253人

【10-14歳】

256人
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保護責任者の監視不十分, 

51人, 20%

その他, 

205人, 

80%



溺水, 

341人, 

58%

帰還不能, 

202人, 

35%

負傷, 35人, 6%

その他, 5人, 1%

２. 14歳以下の遊泳中海難の発生状況③

事故内容別発生状況（H21-H30累計） 遊泳中事故発生位置（H21-30累計）

583人

※ 帰還不能：漂流、孤立等により保護が可能な陸岸に戻れない状態と
なった場合をいう。
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遊泳禁止海域, 

83人, 14%

海水浴場（遊泳不

可）,

39人, 7%

その他, 147人,

25%

海水浴場（遊泳可能）, 

314人, 54%

【遊泳場所別発生状況】

583人

遊泳禁止海域
地方公共団体等から遊泳禁止と
されている海域

海水浴場
（遊泳不可）

シーズン中にあって、夜間若し
くは荒天等により遊泳禁止と
なっている海水浴場

その他
海水浴場又は遊泳禁止海域以外
の海域・シーズン外の海水浴場

海水浴場
（遊泳可能）

シーズン中の海水浴場（トイ
レ・シャワーの設備、監視員が
常駐）内の海域

46%



3. まとめ

 子供のマリンレジャーに伴う海浜事故の約６割が遊泳中

 ７～８月に、遊泳中の事故が急増

 特に小さな子供については、保護者の監督において防げるの割合が増加

 約５割が海水浴場以外の海域で発生

子供（14歳以下）の海浜事故の傾向分析

 保護者は、子供から目を離さないようにしましょう！

 監視員が常駐する海水浴場で泳ぎましょう！

子供の海浜事故防止のポイント
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